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ど
の
よ
う
な
時
代
に
も
人
間
は
生
活
し
て
い

る
環
境
に
不
満
が
あ
り
、
理
想
の
社
会
を
憧
憬

し
て
き
た
。
す
で
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
学
者
プ

ラ
ト
ン
は
著
書

「テ
マ
イ
オ
ス
」
で
、
大
西
洋

沖
に
理
想
国
家
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
が
存
在
し
た

が
、
一
万
年
近
く
以
前
に
水
没
し
た
と
記
述
し

て
い
る
。
し
か
し
「
存
在
し
な
い
場
所
」
と
い

う
意
味
の
「
ユ
ー
ト
ビ
ア
」
と
い
う
言
葉
で
理

想
社
会
を
提
起
し
た
の
は
十
六
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス
の
官
僚
で
作
家
の
ト
マ
ス

・
モ
ア
で
あ
る
。

モ
ア
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

今
回
は
表
題
の
よ
う
に
実
際
に
建
設
さ
れ
短

期
に
し
て
も
実
在
し
た
ユ

ー
ト
ピ
ア
を
紹
介
す

る
。
た
だ
し
モ
ア
は
現
実
の
理
想
都
市
を
建
設

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と

い
う
言
葉
を
提
起
し
た
人
物
と
し
て
最
初
に
紹

介
し
て
お
き
た
い
。
モ
ア
は
一
五

0
四
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
下
院
議
員
に
選
出
さ
れ
、
チ
ュ
ー
ダ

ー
王
朝
の
国
王
ヘ
ン
リ
ー
八
世
に
出
仕
し
て
順

調
に
出
世
し
、
一
五
二
九
年
に
は
官
僚
と
し
て

最
高
の
地
位
の
大
法
官
に
就
任
し
て
い
る
。

こ
の
十
六
世
紀
前
半
は
ド
イ
ツ
で
マ
ル
テ
ィ

ン

・
ル
タ
ー
が
主
唱
す
る
宗
教
改
革
が
発
生
し

た
時
期
で
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
モ
ア
は
私
有

の
概
念
の
な
い
社
会
、
玄
関
に
施
錠
し
な
い
安

全
な
社
会
、
六
時
間
労
働
の
社
会
、
奴
隷
不
在

の
社
会
、
外
国
と
同
盟
し
な
い
国
家
、
戦
争
を

憎
悪
す
る
国
家
な
ど
、
当
時
の
社
会
と
は
真
逆

の
状
態
を
理
想
社
会
と
し
て
提
唱
す
る

「
ユ
ー

ト
ピ
ア
J

と
い
う
著
作
を
一
五
一
六
年
に
発
表

し
た

（図
1
)
。

こ
の
著
書
は
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
ヘ

ン
リ
ー
八
世
が
最
初
の
夫
人
キ
ャ
サ
リ
ン
・
オ

ブ

・
ア
ラ
ゴ
ン
と
離
婚
し
、
そ
の
侍
女
ア
ン
・

ブ
ー
リ
ン
と
結
婚
し
よ
う
と
し
た
が
カ
ソ
リ
ッ

ク
教
会
が
許
可
し
な
か

っ
た
た
め
、
ヘ
ン
リ
ー

八
世
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
と
断
絶
し
、
独
自
に

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
を
設
立
す
る
と
い
う
事
件

が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
反
対
し
た
モ
ア
は
幽
閉

さ
れ
死
刑
と
な

っ
た
。

現
実
の
社
会
は
ユ

ー
ト

図lトマス・モアの「ユートピア」
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ピ
ア
に
な
り
え
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

図2パルマノーヴァ

日
本
の
城
下
町
と
西
欧
の
城
塞
都
市
は
都
市

を
防
御
す
る
と
い
う
意
味
で
は
目
的
は
類
似
し

て
い
る
が
、
最
大
の
差
異
は
前
者
が
城
郭
だ
け

を
防
御
す
る
構
造
で
あ
る
の
に
対
比
し
、
後
者

は
都
市
全
体
を
防
御
す
る
構
造
を
構
築
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
西
欧
の
城
塞
都
市
は
古
代
か

ら
数
多
く
建
設
さ
れ
て
き
た
が
、
見
事
に
建
設

当
時
の
面
影
を
維
持
し
て
い
る
一
例
が
ベ
ネ
チ

ア
共
和
国
に
建
設
さ
れ
、
現
存
す
る
「
パ
ル
マ

ノ
ー
ヴ
ァ
」
で
あ
る
（
図
2
)
。

完
璧
な
要
塞
都
市
「
バ
ル
マ
ノ
ー
ヴ
ァ
」

十
六
世
紀
後
半
、
ベ
ネ
チ
ア
共
和
国
は
オ
ス

マ
ン
帝
国
か
ら
の
攻
撃
の
脅
威
に
直
面
し
て
い

た
。
そ
こ
で
国
土
の
東
側
の
防
御
の
た
め
、
国

境
付
近
に
城
塞
都
市
「
パ
ル
マ
ノ
ー
ヴ
ァ
」
を

建
設
し
た
。
正
九
角
形
の
城
壁
の
外
側
に
は
星

型
に
突
出
し
た
掘
割
が
掘
削
さ
れ
て
防
御
を
堅

固
に
し
、
内
側
の
中
央
に
は
軍
隊
の
駐
屯
場
所

が
あ
り
、
ど
の
方
向
に
も
放
射
状
の
通
路
が
用

意
さ
れ
、
攻
撃
さ
れ
た
方
向
に
兵
士
が
即
座
に

移
動
可
能
に
な

っ
て
い
る
0

• 

こ
の
完
璧
な
防
御
体
制
は
敵
軍
の
攻
撃
意
欲

を
消
失
さ
せ
、
パ
ル
マ
ノ
ー
ヴ
ァ
は
一
度
も
攻

撃
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
巨
額
の
投
資
の

効
果
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
形
状
の
城

塞
都
市
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
参
考
に
し
て
多

数
が
残
存
し
て
い
る
が
、
有
効
に
活
用
し
た
の

が
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
四
世
の
配
下
の
セ
バ
ス

テ
ィ
ア
ン

・
ド

・
ヴ
ォ
ー
パ
ン
で
、
フ
ラ
ン
ス

に
約
＿
五

0
の
城
塞
を
建
設
す
る
と
と
も
に
城

塞
攻
撃
の
名
手
と
も
な
っ
た
。

理
想
の
工
場
都
市
「
ニ
ュ
ー
ラ
ナ
ー
ク
」

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
中
央
に
位
罹
す
る
人
口

一
万
人
弱
の
都
市
ラ
ナ
ー
ク
か
ら
ク
ラ
イ
ド
川

沿
い
の
約
ニ
キ
ロ
上
流
に
約
二

0
棟
の
煉
瓦
の

建
物
が
存
在
す
る
。
「
ニ
ュ
ー
ラ
ナ
ー
ク
」
の

紡
績
工
場
と
集
合
住
宅
の
遺
構
で
あ
る
。
当
時

の
織
機
は
水
力
駆
動
で
あ

っ
た
た
め
水
量
豊
富

な
川
沿
い
に
建
設
さ
れ
た
施
設
で
あ
る

（図

3
)
。
一
七
八
六
年
に
建
設
さ
れ

一
九
六
八
年

ま
で
操
業
し
て
い
た
が
、
保
全
ト
ラ
ス
ト
が
設

立
さ
れ
て
現
在
も
施
設
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
施
設
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
地
主
の
デ

ヴ
ィ
ッ
ド

・
デ
イ
ル
が
建
設
し
、
そ
の
娘
婿
で

社
会
改
良
主
義
を
推
進
し
て
有
名
に
な
る
ロ
パ

ー
ト
・

オ
ウ
エ
ン
が
継
承
し
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
社

会
主
義
を
実
現
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
周
辺
の

地
域
の
約
一
三

0
0人
の
大
人
と
五

0
0
人
程

度
の
子
供
が
雇
用
さ
れ
集
合
住
宅
で
生
活
し
て

い
た
。
当
時
と
し
て
は
普
通
で
、
子
供
も
一
日

図3ニューラナーク
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ご
一
時
間
以
上
の
労
働
を
し
て
い
た
が
、
幼
児

学
校
が
用
意
さ
れ
て
教
育
も
享
受
で
き
た
。

産
業
革
命
時
代
の
過
酷
な
労
働
条
件
と
比
較

し
て
職
住
一
体
の
斬
新
な
施
設
運
営
は
話
顆
に

な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
王
族
、
貴
族
、

役
人
、
企
業
関
係
の
人
々
が
見
学
に
到
来
す
る

ほ
ど
の
施
設
に
な

っ
て
い
っ
た
。

一
九
六
八
年

に
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら
も
二

0
0人
程
度

の
人
々
が
歴
史
景
観
を
維
持
し
な
が
ら
生
活
し

て
お
り
、
二

0
0
一
年
に
は
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
四

0
万
人
の

人
々
が
来
訪
す
る
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

北
米
大
陸
に
最
初
の
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
の

は
一
八
三

0
年
で
あ
る
が
、
以
後
、
急
速
に
拡

大
し
て
六
九
年
に
は
太
平
洋
岸
ま
で
到
達
す
る

北
米
大
陸
横
断
鉄
道
が
実
現
し
た
。
当
時
の
鉄

道
旅
行
は
何
日
も
か
か
る
移
動
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
応
し
て
一
八
三

0
年
代
の
最
後
に
は
寝
台

車
両
、
六

0
年
代
に
は
食
堂
車
両
が
登
場
し
た
。

こ
れ
ら
の
車
両
を
建
造
し
、
運
行
し
た
の
が

一

八
六

二
年
創
業
の
プ
ル
マ
ン
・
バ
レ
ス
・
カ
ー

・
カ
ン
バ
ニ

ー
で
あ
る
。

創
業
し
た
ジ
ョ
ー
ジ

・
プ
ル

マ
ン
は
シ
カ
ゴ

を
本
拠
と
し
、
都
心
か
ら
二

0
キ
ロ
ほ
ど
南
側

に
一
六
平
方
キ
ロ
も
の
広
大
な
土
地
を
購
入
し

車
両
会
社
が
建
設
し
た
「
プ
ル
マ
ン
タ
ウ
ン
」

て
「
プ
ル
マ
ン
タ
ウ
ン
」
を
建
設
し
た
（
図
4
)
。

工
場
と
と
も
に
約
六

0
0
0人
の
社
員
と
家
族

の
た
め
の
住
居
だ
け
で
は
な
く
、
来
客
が
宿
泊

す
る
ホ
テ
ル
、
社
員
が
利
用
す
る
商
店
、
教
会
、

娯
楽
施
設
な
ど
も
用
意
し
、
社
員
は
そ
こ
に
居

住
す
る
こ
と
を
義
務
と
さ
れ
る
と
と
も
に
禁
酒

を
強
要
さ
れ
た
。

一
見
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
よ
う
で
あ
る
が
、
安

価
な
賃
金
、
高
額
の
家
賃
の
た
め
生
活
は
困
窮

し
、

一
八
九
三
年
の
史
上
最
悪
と
さ
れ
る
恐
慌

が
到
来
し
た
と
き
に
も
、
会
社
は
社
員
の
解
雇
、

賃
金
の
削
減
、
労
働
時
間
の
延
長
で
対
応
し
た

た
め
、
翌
年
、
社
員
の
不
満
が
爆
発
し
、
ア
メ

墨 頑慶m

図4プルマンタウン

図5ガーデンシティ構想

イ
ギ
リ
ス
で
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
産
業
革

命
が
進
行
し
、
人
口
が
急
速
に
農
村
か
ら
都
市

に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
人
々
は
自

然
か
ら
隔
離
さ
れ
た
劣
悪
な
環
境
で
高
額
の
家

賃
を
支
払
っ
て
生
活
す
る
状
況
に
な

っ
た
。

そ

こ
で
社
会
改
革
や
都
市
計
画
の
仕
事
を
し
て
い

ハ
ワ
ー
ド
の
「
田
園
都
市
（
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
）
」

リ
カ
鉄
道
組
合
が
主
導
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な

り
、
軍
隊
が
出
動
す
る
騒
動
と
な

っ
た
。
そ
の

結
果
、
プ
ル
マ
ン
タ
ウ
ン
は
会
社
か
ら
シ
カ
ゴ

市
に
移
管
さ
れ
、
ユ

ー
ト
ピ
ア
は
消
滅
し
た
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
望
す
る
と
北
米
大
陸
に

砂
漠
に
実
現
し
た

「
ア
ー
コ
サ
ン
テ
ィ」

た
エ
ベ
ネ
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
が
一
八
九
八
年
に

都
市
の
利
点
と
自
然
の
利
点
の
両
者
を
享
受
で

き
る
環
境
を
「
明
日
の
田
園
都
市
」
と

い
う
名

前
で
提
案
し
た
（
図

5
)。

こ
れ
は
「
都
市
と
自
然
の
結
婚
」
と
い
う
標

語
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
二

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
の
農
地
の
中
央
に
四

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

ほ
ど
の
都
市
を
建
設
し
、
約
三
万
人
の
人
々
が

自
然
の
豊
富
な
環
境
で
生
活
す
る
と
い
う
構
想

で
あ
っ
た
。
安
価
に
購
入
し
た
農
地
を
整
備
し

て
土
地
を
住
民
に
賃
貸
し
、
そ
の
賃
貸
料
金
で

都
市
を
維
持
し
、
上
昇
し
た
地
価
は
都
市
全
体

の
発
展
に
投
資
し
て
い
く
と
い
う
事
業
計
画
も

発
表
さ
れ
た
。

こ
の
構
想
は
多
数
の
人
々
に
支
持
さ
れ
、
ハ

ワ
ー
ド
は
田
園
都
市
協
会
を
設
立
し
て
、
実
際

に
ロ
ン
ド
ン
の
都
心
か
ら
五
五
キ
ロ
ほ
ど
の
位

置
に
あ
る
レ
ッ
チ
ワ
ー
ス
に
農
地
を
購
入
し
て

理
想
の
都
市
を
建
設
し
成
功
し
た
。
田
園
都
市

は
膨
張
す
る
ロ
ン
ド
ン
の
都
市
問
頼
を
解
決
す

る
手
法
と
し
て
評
価
さ
れ
、
戦
後
に
な
り
ロ
ン

ド
ン
周
辺
に
三

0
以
上
の
田
園
都
市
が
建
設
さ

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
さ
ら
に
は
日

本
に
も
波
及
し
た
。

は
広
大
な
未
開
の
土
地
が
あ
り
、
理
想
都
市
を

実
現
す
る
絶
好
の
環
境
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ラ

ナ
ー
ク
を
運
営
し
て
い
た
オ
ウ
エ
ン
は
離
反
す

る
人
々
が
増
加
し
た
た
め
、
一
八

二
五
年
に
ア

メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
「
ニ
ュ
ー
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
と
い
う
理
想
社
会
を
建
設
し
て
い
る

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
し
て
き
た
エ

モ
リ
ー
・

ロ
ビ
ン
ス
は
コ
ロ
ラ
ド
州
に
ロ
ッ
キ

ー
マ
ウ
ン
テ
ン
研
究
所
を
設
立
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
人
建
築
家
パ
オ
ロ

・
ソ
レ
リ
は

「
ア
ー
コ
ロ
ジ
ー

（
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

＋
エ

コ

ロ
ジ
ー
）
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
、
そ
の
実
現

の
た
め
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
乾
燥
地
帯
に
広
大
な
土

地
を
購
入
し
、
一
九
七

0
年
代
か
ら
「
ア
ー
コ

サ
ン
テ
ィ
」
と
い
う
目
標
人
口
約
五

0
0
0人

の
理
想
都
市
の
建
設
を
開
始
し
た
が
、
作
業
は

ソ
レ
リ
の
思
想
に
共
鳴
し
て
世
界
各
地
か
ら
到

来
す
る
人
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
依
存
し

て
い
る
た
め
遅
々
た
る
進
行
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
か
ら
土
地
の
造
成
が
開
始
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
五

0
年
間
で
一

0
以
上
の
建
物
が

実
現
し
て
い
る
が
、
最
終
目
標
の
五
％
で
し
か

な
い
（
図

6
)
。
し
か
し
、
広
大
な
砂
漠
の
一

角
で
、
至
近
距
離
に
あ
る
都
市
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

か
ら
で
も
―

1
0キ
ロ
も
あ
る
不
便
な
場
所
に

毎
年
六
万
人
近
く
の
人
々
が
見
学
に
訪
問
し
て

く
る
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
現
の
た
め
に
は
人
々

人
生
が
自
分
の
願
望
の
よ
う
に
展
開
す
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。
数
多
く
の
失
望
を
超
克
し

な
が
ら
生
存
す
る
の
が
人
間
の

一
生
で
あ
る
が
、

そ
の
願
望
を
一
部
で
も
実
現
し
た
い
と
発
想
し

た
環
境
が
ユ

ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
。
大
半
の
ユ

ー

ト
ピ
ア
構
想
は
願
望
で
終
了
し
て
い
る
が
、
大

胆
に
も
実
現
し
た
人
々
の
歴
史
を
紹
介
し
た
の

が
今
回
の
六
例
で
あ
る
。
世
界
が
巨
大
な
転
換

を
開
始
し
て
い
る
方
向
の
行
先
を
思
考
す
る
参

考
に
な
れ
ば
光
栄
で
あ
る
。

を
魅
了
す
る
強
烈
な
理
念
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
て
い
る
。

図6アーコサンティの遠景
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